
▲レブロ導入後のワークフロー
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短期間での CAD の導入と立ち上げ
施工図課編

レブロ活用事例●株式会社ヤマト 
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技術部 施工図課 　課長代理
北村 秀弘氏
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株式会社ヤマトでは、プレファブに関わる図面作成をレブロに統一してご活用され
ています。施工図課では、加工センターとの連携を意識した施工図を作成しており、
いかに CAD データを全社で効果的に共有できるか工夫をしています。CAD を統一
する上での選定の基準や、切り替え時にどのような課題があったのか、レブロ導入
の旗振りをした株式会社ヤマト 技術部 施工図課 課長代理 北村 秀弘氏にお話をう
かがいました。

　　　　　　　　　　　　　　　

　株式会社ヤマトは自社で加工センター
を持ち、プレ加工に力を入れています。
加工センターでは施工図を元に配管加工
やユニット作成を行うため、「施工図→加
工品」というプロセスが常にあって、施
工図はプレ加工にも対応出来るようイ
メージして作成されていることが特徴と
なっています。
　1994 年の加工センター設立から、年
を追うごとに加工率は高くなっており、
現在では新規物件の 7 ～ 8 割の現場が、
自社の加工管を利用するまでになってい
て、CAD はこれらの施工品質の確保・向
上と現場作業工数の削減、安全確保の
ベースとなるデータ作成工程で主に使わ
れるため、CAD 選定では施工図課と加
工センターの連携はもちろん、他部門で
も同じデータを活用できるかどうかとい
う検証が重要でした。
　当社の場合、加工図面が作れるかどう
かが CAD を選定する際の重要なファク
ターです。　　　　　　

　また、CAD は属性の継承と互換性の
良さが使い勝手のポイントになりますか
ら、図面の作成だけではなく 3D 情報の
継承・受渡しが出来る CAD であること
を重視した結果、加工に対応できて互換
性が良く、施工図も描ける 3D-CAD とい
う理由から一連の工程をレブロで統一し
ました。意外なことに扱いに慣れてくる
につれ 「CAD ＝図面を描く」から「CAD 
＝物 ( モデル ) を作る」という感覚に変
わって来たのには正直驚いています。
　3D-CAD（レブロ）の概念は「バーチャ
ルモデル」の作成ですから、2D 図面は
このモデルを 2 次的に活用して、モデル
に寸法・文字を記入して施工図・加工図
として図面を作成していると言う事にな
ります。
　また、拾い表・CG なども同様に 3D
モデルから抽出できますし、1 つのデー
タで無限大の図面作成とデータの利用
が可能です。

レブロを導入した決め手



▲ 既存の配管を 3D で作図し、竣工

    イメージを作成。ユニットや管割は

    加工センターの入力により、

    より施工に近い形のデータが完成

2 NYK Systems Inc.

　導入の際には、社内・外の教育など、
インフラ整備が大きな課題としてありま
したが、まずは 3D-CAD について認識し
てもらうところから始めました。
　3D にすることで手数は増えるけれど、
それ以上にメリットが多いことを体感・
体験してもらい 3D-CAD のイメージを変
えていったのですが、実際は、2.5 次元
から 3 次元に頭を切り替えてもらうのが
大変だったため、切り替えにかかる時間
とそのタイミングにも気を遣いました。
案件の途中では CAD を切り替え出来な
かったので、現場の竣工後に担当者レベ
ルで教育し、随時切替えしていきました。
　実際の教育は、NYK システムズで行っ
ている体験セミナーに参加し、触りなが
ら操作に慣れていくように進めていきま
した。セミナーは 1 日の講習で操作につ
いて学べるものでしたが、導入初期は

社員教育のために各支店を訪問してもら
うなど、柔軟に対応してもらいました。
現在担当者レベルの教育は、業務と離
れた環境で集中して取り組むことができ
るよう NYK システムズでのセミナーを推
奨しています。　
　レブロは 1 日の講習だけで直感的に操
作できるようになるので、触っていると
なんとなく作図出来ますから、触って慣
れてもらいながら、短期間で切替えをし
ています。
　施工図課員のレブロ切替えは少々乱暴
でした。セミナーに参加した直後、すぐ
に実物件で使ってもらいつつ不明点は電
話サポートで対応してもらいながら各自
スキルを磨いて行ったのですが、実はこ
の電話サポートが切り替えの上でとても
パワフルでした。タイムリーに同じ画面
を見ながらの質疑応答はスピーディーか
つ楽で、想像以上にスムーズに切り替え
られた要因です。使う側からするととて
も安心感のある良いシステムだと思いま
した。

　新入社員の教育では、数種類の CAD
を使用しているのですが、最近の新入社
員はパソコン慣れしているためか「CAD
を覚える」というよりは「ゲーム感覚」
に近いイメージのようで CAD 操作の吸
収も早く用語に対する抵抗感も無いよう
に思います。
　ただ、施工経験が無いために図面か
ら空間をイメージ出来ない者がほとんど
ですから 3D-CG が連動して動くレブロの
操作性は新人にも空間が判りやすく、評
判が良かったです。また同時に、物を作っ
ている感覚が得られるようで、教育道具
としても手応えを感じています。

　短期間での CAD の切り替えを
可能にした教育体制

レブロを活用して工期の短縮を実現 
　
　熱源機械室入れ替え工事案件でのレブ
ロ活用事例ですが、当初計画では、工
期が春先と秋口の中間期に前期・後期
2 回に分けて、各々 1 カ月の計 2 カ月で
考えられていました。施工提案する際に
レブロを用いて既設状況を 3D 化し、そ
れをもとに加工センターとの分業で完成
形を 3D データ化しました。ユニット化
できる部分や加工管にできる部分を明確
にして、施工手順や安全計画を作りこん
でいったのですが、その結果、二回に分
かれていた施工を一回にまとめ、1 カ月
強に工期短縮できることがわかったので
す。
　客先への説明はこれら 3D データを
CG でお見せすることにより行いました
が、もともと 3D 属性を用いてバーチャ

 
ル竣工していたので、安全計画などのプ
ロセスまで見えたことが良かったと思い
ます。最終的に、施工品質はもちろん安
全確保・工期提案など、客先から高い評
価をいただくことが出来ました。もちろ
ん当社にとってはレブロデータが交渉の
強い材料になった事は言うまでもありま
せん。またこの事例は社内のレブロの啓
蒙につながりました。

▲ CAD 教育体制

▲体験セミナーの様子

▲教育センターによる新入社員研修の様子



▲現地調査を元に作った施工図をベースに、施工図→完成後のイメージを作成

▲ ライセンスサーバーで 1日 /1時間あたり使用状況の把握

     　　　　　　 ⇒必要十分なライセンス数での運用を実現　
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レブロの認知に影響を
与えた社内コンペ

　当社では、年に 2 回「改善事例発表会」
というコンペを行っています。ヤマトの
全社員および関連会社の全社員から業
務改善に伴う事案を応募してもらい、そ
の中から優秀と判断されたものが数件
ピックアップされ、発表されるというも
ので、社内の情報発信源としての役割を
担っています。

　前出の熱源機械室入替えの事例は、
当該コンペで 124 件の応募の中から見事
に 1 位の優秀賞を受賞したのですが、同
じコンペにおいて、現場代理人がレブロ
施工図データを職人用の加工図面に変
換して、現場の空き時間に加工管を作り
置きしピーク削減を行った施工事例も 3
位を受賞するなど、レブロを活用した提
案が高い評価を受けたことで、社内のレ
ブロ認知度が上がりました。また「レブ
ロでどういうことが出来るか」が周知さ
れたことも手伝って、特に現場社員への
啓発として非常に効果的な事例となりま
した。

ネットワークライセンスを用いて
コストを大幅ダウン

　運用管理をする者として CAD のライセ
ンスはコストが高いと感じています。例
えば、現場では 1 日の勤務のうち CAD
を使って仕事する時間が 1 時間にも満た
ない日や工事の進捗によって稼働率が変
動するために、高価な CAD ライセンス
を全員に配るのは無駄が多いと感じてい
たからです。
　そこで、レブロ導入にあたっては、使
用者が固定される施工図課や加工セン
ターなどと、使用者や使用率が変動する
現場ユーザーの 2 種類に分けて、それぞ
れの使い方に合せた運用方法を考えまし
た。
　前者は固定ライセンスのスタンドアロ
ンを使い、後者は数人がライセンスを
シェアできるネットワークライセンスを共
有しながら利用する方法をとりました。
ネットワークライセンスは不特定の全員
で使える事が前提であるために、利用状
況の把握やピーク時の過不足予測が重
要なのですがライセンスサーバー（無料
の管理ソフト）を使うことによって、こ
の問題をクリアしています。このような
運用によって当社では必要最小限のライ
センス導入と大幅なコストダウンが図れ
ていると思います。

今後のレブロデータの活用

　先ほどもお話ししましたが、ここ数
年で CAD を使って作るものが図面から
データに変化しています。最近では 3D
属性データが普通に現場で流通するよ
うになっていますし、　改修工事が増え
ていることなどから、今後はレーザーや
GPS などを用いた 3D 機器類とレブロの
連携も考えています。　　
　特に当社はプレ加工が前提であるた
め、モデリングの基本となる空間情報を
リアルに短時間に取得出来る 3D 計測や

3D 表現機器には魅力と可能性を感じて
いて、レブロと上手くリンク出来れば、よ
りリアルなプレ加工が可能になり、その
効果も大きいものになるだろうと確信し
ています。
　また、図面はもちろん 3D モデルでの
データ承認や CG を用いた施工定例会議
などでの利用を増加して、より「伝わる
データ」として活用していければと思っ
ています。
もちろん、ユーザーのスキルアップとレブ
ロの進化は必要不可欠ですから、今後
も協力よろしくお願いします。



▲加工センター施設概要

▲ポンプユニット
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施工図から配管加工へデータ活用
加工センター編

株式会社ヤマト
加工センター 技術課 　課長代理
佐野 佳隆氏

株式会社ヤマトは、自社の加工センターを有し、ものづくりまで含めた提案で施工
の高品質化や効率化、VE を実現しています。
その中で設備 CAD を統一してレブロをご活用いただいています。加工センター
では上流から流れてきたデータを元にものづくりをしています。レブロを導入す
ることで加工センターの業務にどんなメリットがあったのか、株式会社ヤマト　
加工センター 技術課　課長代理　佐野佳隆氏にうかがいました。

　当社は、建設現場の工業化を進める
ため、1994 年に加工センター第一工場
を建設しました。当時は現場労働力不
足の解消、作業環境の改善、施工品質
の向上を目標にスタートしました。
　また、配管加工に加えて、ポンプユ
ニットやろ過機ユニット等、搬送設備
のプレファブ化のニーズが増えて工場
稼働率が飛躍的に向上してきました。
その後、ステンレス管の需要も高まり
2008 年にステンレスの配管工場を主と
した第二工場を建設し、コスト削減効
果をはじめ高品質、工期の短縮化を目
的としています。

　当社の設備は、代表的なものとして、
自動切断機（大径・小径）、自動溶接機、
インナーシールド溶接機、アーク溶接
機、CO2/MAG 溶接機、プラズマ切断
機、TIG 溶接機、ポジショナー、ロー
ルグルバー、ボール盤、ユニットプレス、
マルチワーカー、ねじ切り旋盤、自動
ねじ締め機、フレア加工機、バーリン
グ加工機、ベンダー加工機、クレーン
などがあり、あらゆる加工法に対応が
可能です。
　レブロは、加工センターの業務の中
で、組立図をはじめ、スケルトン図、
部材製作図、加工集計表などの加工管
を製作する担当者に渡す指示書を作成
するために使用しています。

加工センター設立と背景



▲従来工法と継手レス工法の接合箇所比較

▲部材製作図と加工管

▲施工図から各種帳票の展開フロー図
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　当社では、防錆性能を高め、耐用年
数が増すステンレス管を推奨しています。
また、管路の腐食・損失水頭の増加・流
体の滞留を抑制するために、配管の接
合部分を大幅に削減する「配管の継手レ
ス化」を行っています。
　右図のように従来工法と継手レス工法
を比較すると、フランジ・エルボ・チー
ズの溶接箇所が減少します。溶接をしな
いで済むということは、コストはもとよ
り、環境面において CO2 削減効果が期
待できます。

　このような加工方法をレブロで作図で
きるよう当社の要望を伝え、また、アド
バイスをしながらソフトに反映させてき
ました。

継手レス工法でより
高品質な加工管を提供

レブロに統一することで
加工までの業務を効率化

　加工センターでは、現場担当者から
きた施工図を元にアイソメ図やスケルト
ン図を作成し、部材製作図で加工管を
作ります。
　以前は、加工センターと現場で違う
CAD を使用していたため、2D の施工図
を受け取り、加工センターで 3D データ
におこして部材製作図を作成していまし
た。社内で使用する設備 CAD がレブロ
に統一されることでその手間がなくなり、
作図に掛かる時間が短縮されています。
　また、施工図では「どうつながるか」
がわかりますが、加工管を製作するため
に必要な「どのパーツがどうつながって
いるか」という情報が不足しています。
そのため、パッキンやフランジなどの詳
細な情報を入力して管割を行います。
　続いて、加工するパーツごとにナンバ
リングを行い、部材製作図や加工集計
表などの帳票を出力します。
　一貫してレブロを使用することで、デー
タの一元管理ができることがメリットに
なっています。



▲部材製作図 ( 切断寸法、溶接ＤＢ、配管重量を出力 )

▲ユニット組立図 ▲ユニット右前面図

 施工図課編 2012.06.12　2025.03.10 改訂 / 加工センター編 2012.07.25　2025.03.10 改訂

株式会社NYKシステムズ
https://www.nyk-systems.co.jp/
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　 レブロは、 継 手ごとにねじ込 み代、
差し込み代、フレア加工代が設定でき、
出力した帳票には、配管の切断寸法が
記載されます。この帳票により、必要な
管材の長さ・種類・形状を伝えることが
できます。
　特に、部材製作図では、溶接加工の
DB（ダイヤインチ）に対応してもらいま
した。

　今後は、この DB 値を加工金額や工程
の算出に活用し、さらなる業務の効率化
を図りたいと考えています。そのために、
フレア・バーリング・ハウジング・ねじな
どの加工 DB の対応を要望します。
　その他、加工センターでは、ユニット
の作成も行っています。受け取った図
面からユニット化できる部分を明確にし
納品することで、現場の作業量を軽減し
ています。

　このようなユニット組立図には、機器
データも入力します。数値を設定するこ
とで 3D 機器形状が変更できるパラメト
リック部材は、機器を作成する手間を
短縮しています。

　レブロという共通のツールを使用す
ることで、社内の意思疎通が円滑にな
りました。結果として、今まで行って
いた作業の手間が減り、人為的なミス
の削減につながっています。
　またタイムリーに製品をお客様に
提供する点では、上流から検討できる
ので助かっています。
　これからは、よりデータをスムーズ
に受け渡しするために、配管と継手の

組み合わせ・フランジの種類などの
加工に対する決まりごとを共有したい
です。そのために、現在、定期的に勉
強 会、 意 見 交 流 会 を 開 催 し、 加 工 に
必要な知識を社内へ発信しています。
　最後に、加工センターでは、従来工
法から継手レスの加工方法へ変更した
場合や、鋼管からステンレス管へ材料
を変更した場合の費用の比較なども
行っています。現場に合わせた最適な
加工法を提案することで、同価格でも
耐用年数が高くより高品質なものが
提供できるよう努めています。

　今後は、このような提案資料の根拠
にレブロデータから出力する部材製作
図や拾い集計・加工集計表の情報を
有効に活用したいと考えています。
　これからも、NYK システムズとやり
取りをしながらお互いにステップアッ
プしていきたいと思っています。

レブロを活用してより
風通しのいいものづくりを


